
5 条例の制定・陳情・人事案件　第7号

　
条
例
の
制
定
　

南九州市養護老人ホーム条例を
廃止する条例の制定　　　　　

施 設 名：南九州市養護老人ホーム「えい秀峰園」
移 管 先：社会福祉法人　大川福祉会
　　　　　　理事長　瀧　　　潤
移管期日：平成22年４月１日

民間移管の理由
　現在の養護老人ホームの最大の課題は、多様化
する介護ニーズの対応である。
　民間移管することにより、蓄積された経営手法
が生かされ、介護福祉士、ケアマネージャーなど、
専門的な人材を適材適所に配置でき、安定した良
質なサービスの提供と迅速な対応ができることか
ら、民間に移管するため条例を廃止する。

教育予算の拡充を求める陳情書
提出者：南九州市知覧町郡4210－81
　　　　吉留　英之

意見書の提出
　子どもたちに豊かな教育を保障することは
極めて重要なことである。教育予算を国全体
として、しっかりと確保・充実させる必要が
あることから、教育予算の充実などを国に対
し要請する。

提出先：文部科学大臣ほか関係大臣

●南九州市への「飯塚オート場外車券売り場」
　進出に反対する陳情書
　提出者：南九州市川辺町平山7009
　　　　　「住みよい南九州市を考える会」
　　　　　会長　辰野　良夫

●川内原発３号機増設に係る環境影響評価の
県民合意を図るとともに、増設反対を求め
る陳情書

　提出者：南九州市知覧町郡4740－13
　　　　　日高　四郎

●国道225号川辺改良の事業継続と整備促進
　に関する意見書

意見書の提出
　本路線は、カーブが連続し危険な区間や防
災要対策箇所を含む未整備区間が残ってお
り、市民生活をはじめ地域の経済活動にも多
大な影響を与えているため、事業凍結の解除
などを強く要望する。

提出先：国土交通大臣ほか関係機関

民間移管が決まりました ！
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整備が待たれる国道225号




